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【
語
釈
】
○
秦
太
虚…

秦
観
の
字
、
江
蘇
高
郵
の
人
。
熈
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
徐
州
の
太
守
で
あ

っ
た
蘇
軾
に
始
め
て
謁
し
、
の
ち
軾
の
推
薦
で
大
学
博
士
と
な
り
、
国
史
院
編
修
官
を
兼
ね
た
。
詩

詞
に
巧
み
で
、
蘇
門
四
学
士
の
一
人
。
○
梅
花…

秦
観
の
※
「
黄
法
曹
の
建
渓
の
梅
花
を
憶
ふ
に
和

す
」
の
詩
（
淮
海
集
巻
四
）
を
い
う
。 

○
西
湖
処
士…

宋
の
林
逋
を
い
う
。
梅
を
詠
じ
た
山
園
小

梅
の
詩
の
「
疏
影
暗
香
」
の
聯
が
名
高
い
。
処
士
は
無
官
の
人
。
○
骨
応
槁…

槁
は
枯
れ
る
。
死
ん

で
年
久
し
い
こ
と
。
○
心
已
灰…

人
間
的
な
感
情
が
か
わ
き
切
る
こ
と
。
○
被
花
悩…

花
が
自
分
を

悩
ま
す
と
い
う
こ
と
を
被
る
、
そ
う
い
う
め
に
あ
う
と
い
う
こ
と
。
○
待
黄
昏…

林
逋
の
名
句
「
暗

香
浮
動
月
黄
昏
」
の
黄
昏
に
ち
な
む
。
○
「
竹
外
一
枝
斜
更
好
」…

梅
を
詠
じ
た
名
句
。
○
点
綴…

か
ざ
り
を
つ
け
る
。
月
の
光
を
う
け
て
、
梅
の
花
の
影
が
ぽ
つ
ぽ
つ
う
つ
る
の
を
い
う
か
。
○
裾
腰

…

婦
人
の
腰
か
ら
下
に
つ
け
る
き
も
の
。
孤
山
寺
の
路
は
草
の
緑
に
萌
え
出
た
と
き
遠
く
か
ら
み
る

と
裾
腰
の
よ
う
に
み
え
た
と
い
う
。
白
居
易
の
杭
州
春
望
の
詩
に
「
誰
か
開
く
湖
寺
西
南
の
路
、
草

縁
に
し
て
裙
腰
一
道
斜
な
り
」。
○
花
送…
孟
郊
の
楽
府
、
雑
怨
に
「
花
送
人
老
尽
」
○
草
草…

心

労
す
る
さ
ま
。
詩
経
の
小
雅
の
巷
伯
に
「
労
れ
た
る
人
は
艸
艸
た
り
」。
○
捲
春
帰…

欧
陽
修
の
詩

に
「
落
絮
風
巻
き
尽
し
、
春
帰
っ
て
迹
を
留
め
ず
」（
鎮
陽
潭
園
に
留
題
す
）
○
畀
昊…

臭
は
臭
天
、

天
の
こ
と
。
界
は
音
ヒ
、
附
与
す
る
。
詩
経
の
小
雅
の
巷
伯
に
「
有
昊
に
投
畀
せ
ん
」。 

【
通
釈
】
西
湖
の
孤
山
に
隠
棲
し
た
処
士
、
林
逋
が
逝
い
て
年
久
し
く
、
そ
の
骨
も
既
に
枯
れ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
だ
が
い
ま
秦
君
は
、
こ
の
詩
を
作
っ
て
暗
香
疎
影
で
名
高
い
林
逋
を
圧
倒
な
さ
っ
た
。

わ
が
輩
、
東
坡
先
生
も
感
情
は
す
っ
か
り
灰
に
な
り
、
乾
き
き
っ
て
し
ま
っ
た
つ
も
り
で
い
た
の
が
、

君
の
詩
を
好
き
に
な
っ
た
ば
か
り
に
、
こ
の
花
の
悩
ま
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
い
る
。 

こ
の
多
情
の
花
の
ま
え
に
馬
を
と
ど
め
て
黄
昏
を
待
て
ば
、
ま
だ
消
え
や
ら
ぬ
残
ん
の
雪
に
月
の

出
は
早
く
、
江
辺
の
樹
々
に
春
の
夕
闇
の
お
と
ず
れ
る
頃
、
竹
む
ら
の
彼
方
に
斜
め
に
さ
し
出
た
一

枝
の
趣
き
は
、
ま
た
こ
と
さ
ら
で
あ
る
。 

孤
山
の
ふ
も
と
に
酔
い
し
れ
て
眠
る
時
、
も
す
そ
に
は
払
い
も
あ
え
ぬ
花
模
様
が
乱
れ
つ
く
。
放

逐
さ
れ
て
万
里
の
彼
方
に
さ
す
ら
う
人
を
も
追
っ
て
春
は
訪
れ
て
来
る
が
、
十
年
と
い
う
歳
月
、
毎

年
花
を
見
送
っ
て
い
る
う
ち
に
は
、
う
ら
若
き
乙
女
と
て
老
い
衰
え
て
ゆ
く
。 

去
年
は
花
の
開
く
前
か
ら
、
わ
た
く
し
は
病
床
に
あ
っ
た
し
、
今
年
は
花
に
む
か
い
な
が
ら
も
、

や
は
り
心
も
身
に
そ
ぐ
わ
ぬ
思
い
で
い
る
。
う
っ
か
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
風
雨
に
巻
き
上
げ
ら
れ

て
春
は
天
上
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。
の
こ
ん
の
梅
が
香
を
集
め
て
天
に
お
わ
た
し
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

蘇
東
坡 

近
藤
光
男
よ
り
抄
出 

※
【
参
考
】
和
黄
法
曹
憶
建
溪
梅
花
（
一
〇
八
三
年
三
月
） 

北
宋 

· 

秦
觀 

海
陵
參
軍
不
枯
槁
，
醉
憶
梅
花
愁
絕
倒
。
爲
憐
一
樹
傍
寒
溪
，
花
水
多
情
自
相
惱
。 

清
淚
班
班
知
有
恨
，
恨
春
相
逢
苦
不
早
。
甘
心
結
子
待
君
來
，
洗
雨
梳
風
爲
誰
好
。 

誰
云
廣
平
心
似
鐵
，
不
惜
珠
璣
與
揮
掃
。
月
沒
參
橫
畫
角
哀
，
暗
香
銷
盡
令
人
老 

天
分
四
時
不
相
貸
，
孤
芳
轉
盼
同
衰
草
。
要
須
健
步
遠
移
歸
，
亂
插
繁
華
向
晴
昊
。 


